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『講義概要』p. 398 記載内容 

◆講義題目：統計分析入門  

◆授業内容：意識調査・テスト・実験などのデータはどのように分析すればい

いでしょうか。この授業では、データの特徴を要約する記述統計の手法を中心

に、統計分析の基礎を学びます。統計解析パッケージ SPSS を使ってデータ分

析の実習を毎回おこないます。  

◇実習室で使用できるコンピュータ台数が限られているため、受講人数の制限

をおこなうことがある。  

◇テキスト：吉田寿夫、1998『本当にわかりやすいすごく大切なことが書いて

あるごく初歩の統計の本』北大路書房。  

◇成績評価の方法：各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポ

ート (30%) を合計して評価する。  
 

授業の概要 (予定)  

目次 

1. イントロダクション (4/10)  

2. SPSS 入門 (4/17)  

3. 統計分析の基礎 (4/24, 5/8)  

4. 度数分布とクロス表 (5/15～6/5)  

5. 中間試験 (6/12)  

6. 平均値の比較 (6/19～7/17)  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしているが、 実際の授

業の進行状況によって前後にずれることがある。  

 

1. イントロダクション 

• この授業の概要・スケジュール・評

価方法  

• 部屋とコンピュータの使いかた  

• SPSS の起動  

• 他のソフトウエアについて (電卓, 

Excel, Word)  

• 印刷  

2. SPSS 入門・データ配布 

• SPSS の概要  

• データ行列 (データセット)  

• 模擬データ入力実習  

• データの配布  

• SPSS コマンド・シンタックス  

• メニューによるシンタックス作成  

• 変数値の再割り当て  

3. 統計分析の基礎 

• 実験と観察  

• データの記述  

• データの種類  

o 名義・順序・間隔・比例  

o 順序尺度と間隔尺度の変換  

o 正規分布とは  

• 標本抽出の 4段階モデル  

• サンプリングの概念と手順  

• 新聞・雑誌・論文などにみられる調

査の母集団・標本などについて各自

報告 (5/8)  

4. 度数分布とクロス表 

4.1. 度数分布表 

• frequencies コマンド  

• 相対度数 (パーセンテージ)  

• 棒グラフ  

• ヒストグラム・度数ポリゴン  

• Excel で整形, グラフ作成  

4.2. クロス表 

• 度数分布表のグループ化  

• クロス表表記  

• 行と列の％  

• 周辺度数 (marginal distribution)  

• crosstabs コマンドとそのオプショ

ン  

4.3. 無関連状態と期待度数 

• Φ係数  

• 期待度数・残差・連関係数  

• クロス表の書きかた  

5. 中間試験 

6. 平均値の比較 

6.1. 平均と分散 

• データの種類：復習  

• 平均値  

• 分散と標準偏差  

• 分布と外れ値  

• ノンパラメトリックな代表値 (中央

値と四分位偏差)  

6.2. 平均値の層別比較 

• 平均の差と差の平均  

• エフェクト・サイズ  

• 相関比から分散分析へ  

• 公表に際してなにを書くべきか 

 



2003.4.10 

I ( )

 ( )

 ( )

?

SPSS ?

?



 0 

 I 

 1 

2003.4.10

I

2003
 ( )

 2 

SPSS   (4 )
  (5-6 )
  (6-7 )

 3 

II

 4 

 (1998) 

 5  6 

( )

 7 

ON

 8 

 My Document  

Disk
 9  10 

SPSS

Windows

 11 

1995 SSM B

cf.

 12 

 (Excel) 

 ( )

 (Word) 

 13 

2

 (2 , 4 , ...) 



――――――――― 1 ――――――――― 

2003.4.17 比較現代日本論研究演習 I  (田中重人) 

第 2 回「SPSS 入門」目次 
1. 模擬データ入力実習  
2. データの配布 
3.  SPSS のウインドウ構成 
4.  メニューとシンタック 
5.  変数値の再割り当て 
6.  出力の読みかた・印刷 

――――――――― 2 ――――――――― 

【模擬データ入力実習】 
● まず変数を定義  

• 「データエディタ」ウインドウの下の 
「変数ビュー」タブに切り替える  

• 変数名を必要なだけつくる 

• 「データ ビュー」タブに切り替え, 確認  

――――――――― 3 ――――――――― 

● データを入力 

● My Document 内に保存 

●「エクスプローラ」で確認 

 
※ このファイルは授業終了時に削除 

 (フロッピーにコピーする必要はない) 

――――――――― 4 ――――――――― 

【データの配布】 
1995 年 SSM 調査 B 票の一部 
★ 全国から 70 歳以下の有権者を 
  層化 2 段無作為抽出 
★ 訪問面接法 
cf.  『日本の階層システム』(全 6 巻) 

 東京大学出版会、2000 年。

――――――――― 5 ――――――――― 

★ 意識項目と基本的属性に限定 
  (調査票の×印はデータセットにない項目) 
★ 250 ケースをランダムに抽出 

★ 未公開のデータなので 
流出しないように 

★ 変数ラベルは菅野剛 
 (日本大学) 氏による 

――――――――― 6 ――――――――― 

★ 毎回の授業で使うので、 
忘れないこと 

★ レポート提出時に返却 

――――――――― 7 ――――――――― 

【データ・セット】 
★ ケース × 変数 
★ 変数は変数名で管理 
★ 変数名以外に「ラベル」 
★ 無回答などの欠損値 (.)

――――――――― 8 ――――――――― 

【SPSS のウインドウ構成】 
● データ・エディタ 
● シンタックス・エディタ 
● 出力ビューア 
 

――――――――― 9 ――――――――― 

【メニューとシンタックス】 
★ 分析手法をえらぶ 

★ 必要なオプションを指定 

★ 「貼り付け」をクリック 

★ シンタックスの必要部分を選

択して実行 (4) 

――――――――― 10 ――――――――― 

【変数値の再割り当て】 
データエディタのメニューバーで 

● 「変換」→「値の再割り当て」 

→「他の変数へ」 

● 変換先変数の名前をつける 

 

――――――――― 11 ――――――――― 

● 「今までの値と新しい値」 

● 値の組を指定したら「続行」 

● シンタックスを貼付けて実行 

● 新変数の度数分布を確認 

● 問題がなければデータセット

を保存する 

――――――――― 12 ――――――――― 

【出力ビューア】 
★ 左側に目次、右側に出力内容 

★ エラー表示もここに出る 

【印刷】 
★ 左側の目次で選択  

★ 印刷前にプレビュ  

★ タイル印刷 (2 面, 4 面, ...) 

――――――――― 13 ――――――――― 

【データの保存】 

● シンタックス・エディタ 

● 出力ビューア 

● データ・エディタ  
(上書きしないこと; 変更がなければ保存不要) 

――――――――― 14 ――――――――― 

シンタックスはテキストファイル 

→ メモ帳などのエディタで読める 

 

他のファイルは、SPSS でのみ読み書き可能

――――――――― 15 ――――――――― 

【実習】 

本人年収 (Q44_1)を 5～7 程度の

適当な間隔に区切って度数分布表

を出力し、印刷して提出 
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――――――――― 1 ――――――――― 

2003.6.5 比較現代日本論研究演習 I (田中重人) 
第 8 回「φ係数」 

 

1.  自由度 (degree of freedom) 

2.  クロス表分析のふたつの系列 

3.  2×2 クロス表の性質 

4. φ係数 (phi coefficient) 

――――――――― 2 ――――――――― 

【自由度】 
2×2 クロス表では、周辺度数が所与なら、 
1 つのセル度数が決まればほかも決まる 

β  
α 1 2 合計 
1 a  g－a g  
2 i－a h－i＋a h 

合計 i j N 
 

――――――――― 3 ――――――――― 

3×3 クロス表：セル度数が 4 つ決まれば… 
β  

α 1 2 ３ 合計 
1    f 
2    g 
3    h 

合計 i j m N 

k×lクロス表の自由度 (degree of freedom) 

d.f. = (k－1)(l－1) 

――――――――― 4 ――――――――― 

【クロス表分析の 2 つの系列】 

● 「％の差」系 (期待度数との差) 
＝連関係数 

● オッズ比系 (乗法モデル) 
＝対数線形分析、ロジット分析 

この授業で取り上げるのは前者だけ 
――――――――― 5 ――――――――― 

【2×2 クロス表の性質】 

以下、つぎの記号法を使う 
β  

α 1 2 合計 
1 a c g  
2 b d h 

合計 i j N 

――――――――― 6 ――――――――― 

(1) 行%は 1 列について比較すればよい： 

g
c

h
d

h
b

g
a −=−  

(2) 行％の差がゼロなら列%の差もゼロ 

(3) g=i なら行％の差と列%の差は同じ： 

j
c

i
a

h
b

g
a −=−  

――――――――― 7 ――――――――― 

(例 1) 行％の差＝８％ 

60% 40% 100% 
52% 48% 100% 

(例 2) 行・列とも％に差なし 
52 48 100 

52.0% 48.0% 100.0% 
66.7% 66.7%  

26 24 50 
52.0% 48.0% 100.0% 
33.3% 33.3%  

78 72 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

 

(例 3) 行・列とも 10％の差 
70 30 100 

70.0% 30.0% 100.0% 
70.0% 60.0%  

30 20 50 
60.0% 40.0% 100.0% 
30.0% 40.0%  

100 50 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

――――――――― 8 ――――――――― 

【φ係数】 
2×2 クロス表の「連関」の尺度 

ghij
bcad −=φ  

この係数の意味は?  
(分子だけ取り出して考えてみよう)

――――――――― 9 ――――――――― 

【SPSS でのφ係数の計算】 
「クロス集計表」の 
「統計」で 
「ファイとクラマーの V」をチェック 
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2003.6.19 比較現代日本論研究演習 I (田中重人) 

授業資料 

 

表 1 性別と性別による不公平感との関連 

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094。無回答=7。

 
 
 
 
 

表 2 県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差 

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191．無回答=3．

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図1　性別と性別による不公平感との関連

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

「大いにある」 「少しはある」 「ない」

図2　県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる％の男女差
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